
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

所得税・市県民税の
申告をお願いします
申告や税などに関する
情報あれこれ
健康ライフ
瀬戸内発見伝
知っ得！せとうち便
２月の予定
まちの話題
みんなの広場

２

４

６
７
８
１３
１４
１５

がある豊原北島神社。市民や観光客らは、夜空に美しく浮かび上がったその姿
を写真に収めるなどして楽しんでいました。（写真　豊原北島神社の鳥居と餘
慶寺の三重塔など（上）／餘慶寺の本堂など（下））

12 月 30 日と 12 月 31
日から１月１日にかけ
て、上寺山（邑久町北
島）の山頂で、毎年恒
例のライトアップが行
われました。投光器の
光が鮮やかに照らした
のは、国・県・市の重
要文化財がある餘慶寺
と国・県の重要文化財

２
第111号
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※
４
カ
所
の
申
告
会
場
が
あ
り
ま

　
す
が
、
開
い
て
い
る
会
場
は
常

　
に
１
カ
所
だ
け
で
す
。　

▽
相
談
時
間

　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
〜
４
時

▽
申
告
時
に
必
要
な
も
の

　

　
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
な
ど

　
の
支
払
証
明
書
、印
鑑
、通
帳
、

　
そ
の
他
必
要
書
類

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作

す
る
こ
と
で
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る
人
は
こ

ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
相
談
会
場
は
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成

し
、「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」
ま
た

は
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

所得税・市県民税の
申告をお願いします

開催日 地区 会場

２
月

17 日（月） 西須恵・東須恵・飯井

ゆめトピア長船
２階リフレッシュスタジオ

18 日（火） 牛文・磯上

19 日（水） 福里・土師

20 日（木） 福岡

21 日（金） 服部

24 日（月） 八日市・長船

25 日（火） 長浜

牛窓町公民館
３階大会議室

26 日（水） 鹿忍・千手

27 日（木） 牛窓

28 日（金） 牛窓

３
月

3日（月） 福谷・虫明 裳掛コミュニティセンター

4 日（火） 上笠加・下笠加・箕輪・北池

瀬戸内市役所
２階大会議室

5日（水） 大富・福山・向山・北島

6日（木） 尻海・庄田

7日（金） 東谷・豊原・大窪

10 日（月） 尾張・山手・豊安

11 日（火） 山田庄

12 日（水） 本庄・上山田・下山田

13 日（木） 豆田・福元・百田・宗三・福中

14 日（金） 地区指定なし

17 日（月） 地区指定なし

申告相談会場地区別日程表

 

所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相
談

　
市
で
は
、
所
得
税
と
市
県
民
税

の
申
告
相
談
会
場
を
地
域
別
に
設

け
ま
す
。

　
申
告
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

左
の
申
告
相
談
会
場
地
区
別
日
程

表
を
確
認
の
上
、
必
要
な
書
類
を

準
備
し
て
、
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

２月17日（月）～３月17日（月）

▽相談日時　２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）

▽会場
　・西大寺税務署（岡山市東区西大寺中 2 ｰ 24 ｰ 13）
　・ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14-1）
※通常、土・日曜日と祝日は、申告相談を行っていませんが、
　２月 23 日と３月２日の日曜日に限り、ママカリフォーラムで
　は、確定申告の相談を行います。
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。ママカリフォー
　ラムの駐車場は有料です。
　西大寺税務署　☎０８６-９４２ - ３８１５

市外の申告相談会場のご案内

問

 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

　
所
得
が
あ
る
人
で
、
昨
年
１
年

　
間
の
合
計
所
得
金
額
が
、
基
礎

　
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

　
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

　
を
超
え
る
人

　

・ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人
お
よ
び
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
従
た
る

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

各
種
の
所
得
合
計
が
20
万
円
を

超
え
る
人

　

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を 

　
超
え
る
人

　

　

・
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、

　
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

　
別
控
除
（
１
年
目
）
な
ど
を
受

　
け
る
人

※
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期・

　
解
約
保
険
金
も
一
時
所
得
と
し

　
て
申
告
の
必
要
が
あ
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

 

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
原
則
と

し
て
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

・
平
成
25
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　
た
は
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

※
平
成
25
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　
た
は
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
は
な

　
い
が
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控

　
除
、
雑
損
控
除
、
扶
養
控
除
な

　
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

　
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
親

族
等
申
告
書
を
日
本
年
金
機

構
な
ど
へ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
扶
養
控
除
の
申
告
を
す

る
と
市
県
民
税
が
少
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
市
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
に
つ
い
て
】

　
市
県
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度

　
分
の
市
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

所得税・市県民税の申告をお願いします

　
の
申
告
書
も
し
く
は
前
年
分
の

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
（
い
ず

　
れ
も
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

　
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出

　
さ
れ
た
も
の
）
に
、
所
得
税
の

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
関
す
る
事

　
項
の
記
載
が
あ
る
場
合

※
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
は
６

　
月
中
旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い

　
ま
す
。
送
達
し
た
後
に
申
告
書

　
を
提
出
す
る
場
合
は
、
市
県
民

　
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

　
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度

　
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
月
１

　
日
に
お
い
て
、
源
泉
徴
収
義
務

　
の
あ
る
給
与
支
払
者
か
ら
給
与

　
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
が
、

　
租
税
特
別
措
置
法
第
41
条
の
２

　
の
２
に
規
定
す
る
年
末
調
整
に

　
係
る
住
宅
借
入
金
等
を
有
す
る

　
場
合
の
所
得
税
額
の
特
別
控
除

　
を
受
け
て
い
る
場
合

 

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

復
興
特
別
所
得
税
が
創
設

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
２・
１
％
を
掛
け
て
計
算
し

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
49
年
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
生
ず
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
源

泉
所
得
税
の
徴
収
の
際
に
復
興
特

別
所
得
税
が
併
せ
て
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
基
準
所
得
税
額
が
10
万

円
だ
っ
た
場
合
は
、
２・
１
％
を

乗
じ
た
２
、１
０
０
円
が
復
興
特

別
所
得
税
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

 

障
害
者
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
認
定
状
況
に
よ
り
、
所

得
税
・
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
基
準
日　
平
成
25
年
12
月
31
日

▽
申
請
方
法

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
は
福
祉
課
、市
民
課
総
合
窓
口
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
押
印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

　
交
付
に
は
約
10
日
か
か
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
12
月
31
日
の
時
点
で

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

　
は
、
手
帳
に
よ
り
障
害
者
控
除

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
祉
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

問 申
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申告や税などに
　関する情報
　　あれこれ

 　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
確
定
申
告
に
関

す
る
質
問
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
回

答
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問　

太
陽
光
発
電
の
売
電
収
入

の
申
告
は
？

　
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
す
が
、

自
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
て
、売
電
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
申
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
え　

必
要
で
す

　
給
与
所
得
者
で
あ
る
個
人
が
、

自
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
、
い
わ
ゆ
る
太
陽
光
発
電
に

よ
る
固
定
価
格
買
取
制
度
に
基
づ

き
、
そ
の
全
量
ま
た
は
余
剰
電
力

を
電
力
会
社
に
売
却
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
所
得
は
雑
所
得
と

な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

売
電
に
基
づ
く
雑
所
得
の
額

は
、「
収
入
金
額

－

設
備
等
の
減

価
償
却
費
」
で
求
め
た
金
額
で
す

（
０
円
以
下
と
な
る
場
合
は
、
公

的
年
金
等
の
雑
所
得
と
損
益
通
算

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

他
の
所
得
と
損
益
通
算
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税

の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

該
当
し
、
課
税
対
象
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

　
生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

一
時
所
得
の
額
は
、（
一
時
金+

剰
余
金
・
割
戻
金

－

保
険
料
ま
た

は
掛
金
の
総
額

－

50
万
円
）
÷
２

で
求
め
た
金
額
で
す
（
０
円
以
下

と
な
る
場
合
は
一
時
所
得
は
０
円

と
な
り
、
他
の
所
得
と
損
益
通
算

は
で
き
ま
せ
ん
）。
一
時
所
得
が

０
円
で
あ
る
場
合
は
申
告
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

個
人
年
金
の
申
告
は
？

　
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

の
受
け
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

答
え　

必
要
で
す

　
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所

得
に
該
当
し
課
税
対
象
所
得
と
な

り
ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
で
す
。

　
生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

雑
所
得
の
額
は
、（
支
払
金
額

－

年
金
の
支
払
金
額
に
対
応
す
る
保

険
料
額
）で
求
め
た
金
額
で
す（
０

円
以
下
と
な
る
場
合
は
公
的
年
金

等
の
雑
所
得
と
損
益
通
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
所

得
と
損
益
通
算
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）。

質
問　

医
療
費
控
除
は
？

　
平
成
25
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
以
下
で
し
た
が
、
医

療
費
控
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
。

答
え　

所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
医
療
費
控
除
額
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
の
総
額
が
、
10
万

円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
を

超
え
る
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
が
２
０
０
万
円
以
下
の
人

で
あ
れ
ば
支
払
っ
た
医
療
費
が

10
万
円
以
下
の
場
合
で
も
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
領
収
書
は
必
ず
保
管

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
は
支
払
っ

た
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の

所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
所
得
税
な
ど
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
も
の
が
な
い
場
合
、
還
付

さ
れ
る
金
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
医
療
費
は

医
療
費
控
除
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　
費
用

　

・
医
師
の
診
断
書
作
成
費
用

　

・
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
費

　
用
（
た
だ
し
、
診
断
の
結
果
重

　
大
な
病
気
が
発
見
さ
れ
、
引
き

　
続
き
そ
の
病
気
の
治
療
を
受
け

　
た
場
合
は
対
象
）

　

・
差
額
ベ
ッ
ド
料
金
（
た
だ
し
、

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
個
室
に
入

　
る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が

　
あ
る
場
合
は
対
象
）

 

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ

質
問　

生
命
保
険
が
満
期
に
な
っ

た
と
き
の
申
告
は
？

　
平
成
25
年
中
に
養
老
保
険
が
満

期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
え　

必
要
で
す

　
生
命
保
険
な
ど
の
満
期
や
解
約

の
際
の
一
時
金
は
、
一
時
所
得
に

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
控
除
対
象
？

　
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

い
ま
す
が
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

答
え　

ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
申
告
者

が
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
税
、

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

　　あれこれ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
全
額

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

た
場
合
は
年
金
受
給
者
の
控
除
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
で
申
請

を
し
な
か
っ
た
人
や
年
金
受
給
者

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
保
険
料

な
ど
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
所

得
税
・
市
県
民
税
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

質
問　

障
害
者
手
帳
で
の
控
除
は
？

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

答
え　

対
象
に
な
り
ま
す

　
対
象
に
な
り
ま
す
。
給
与
受
給

 

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
個
人
住
民
税

 

は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　
個
人
住
民
税
（
個
人
市
町
村
民

税
と
個
人
県
民
税
）
の
特
別
徴
収

と
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

様
に
、
事
業
主
が
毎
月
の
給
与
を

者
は
年
末
調
整
の
際
に
勤
務
先
へ

申
請
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
受
給
者
な
ど
で
障

害
者
控
除
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
確
定
申
告
の
際
に
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

従
業
員
に
支
払
う
際
に
、
個
人
住

民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、

従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
ま

と
め
て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　
事
業
主
が
、
給
与
支
払
報
告
書

を
毎
年
１
月
末
ま
で
に
従
業
員
の

住
所
地
の
市
町
村
へ
提
出
す
る

と
、
５
月
末
ま
で
に
特
別
徴
収

税
額
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
通
知
の
あ
っ
た
税
額
を
毎
月

従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、

市
町
村
へ
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
に
は
、
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
事
業
主
や
従
業
員
の
意
思
で

特
別
徴
収
す
る
か
ど
う
か
を
選
択

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
従
業
員
か
ら
個
人
住
民

税
の
特
別
徴
収
を
し
て
い
な
い
事

業
主
の
人
は
、
従
業
員
の
住
所
地

の
市
町
村
へ
必
要
な
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受

け
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
１
年
間
の
年
金
の
支

払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た
源
泉

徴
収
票
が
１
月
末
日
ま
で
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
に
な
っ
て
も
源
泉
徴
収

票
が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し

た
場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

急
ぐ
場
合
は
、
近
く
の
年
金

事
務
所
で
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
に
つ
い
て
は
非
課
税
で
す
の

で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

（
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始

ま
る
電
話
の
場
合
は
、
☎
０
３-

６
７
０
０-

１
１
６
５
）

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

「
２
年
前
納
（
口
座
振
替
）」

が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
末

の
口
座
振
替
分
よ
り
、
割
引
額

の
よ
り
大
き
な
２
年
前
納
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
利
点
》

　

・
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の

　

割
引
と
な
り
ま
す
。

　

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年

　

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

　

・
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

※
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み

　

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末

　

で
す
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

問
　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

老
齢
年
金
の
源
泉
徴
収
票

問

問

問
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巻
之
百
五

異
国
風
の
石
灯
篭

　

邑
久
町
尻
海
の
若
宮
八
幡
宮

に
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
灯
篭
が

あ
り
ま
す
。

　
拝
殿
の
前
に
２
基
１
対
で
立
つ

石
灯
篭
で
す
。
高
さ
は
３・６
㍍
。

ア
ー
チ
の
よ
う
に
な
っ
た
高
い
台

脚
の
上
に
、
中ち

ゅ
う
だ
い台
、
火ひ

ぶ
く
ろ袋
、
笠
が

乗
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
宮

殿
の
建
築
を
細
か
く
表
現
し
た
彫

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
笠
の
部
分
が
屋
根
で
、
瓦
を
葺ふ

い
た
様
子
や
軒
下
の
垂た

る
き木
な
ど
を

リ
ア
ル
に
彫
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
中
台
の
四
隅
に
は
勾こ

う
ら
ん欄
（
手
す

り
）
の
形
を
再
現
し
て
お
り
、
火

を
と
も
す
火
袋
の
部
分
が
ち
ょ
う

ど
室
内
に
あ
た
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
笠
の
上
に
は
雲
竜
が
彫

　
こ
の
灯
篭
は
、
神
社
に

奉
納
さ
れ
た
石
灯
篭
と
し

て
は
、
全
国
的
に
見
て
も

ほ
と
ん
ど
類
例
の
な
い
珍

し
い
形
を
し
て
お
り
、
市

の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
中
国
風
、

☎

考
え
て
み
よ
う
「
た
ば
こ
」
の
害

　
室
内
な
ど
で
他
人
の
た
ば
こ
の

煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
「
受
動

喫
煙
」
と
い
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
に
火
を
付
け
た
と
き
、

喫
煙
者
が
吸
い
込
む
煙
を
「
主
流

煙
」、
先
か
ら
立
ち
こ
め
る
煙
を

「
副
流
煙
」
と
呼
び
ま
す
。

　
副
流
煙
の
タ
ー
ル・ニ
コ
チ
ン・

一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物
質
の

濃
度
は
、
主
流
煙
に
比
べ
て
２
〜

３
倍
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
に
見
え
な
い
煙
で
も
害
は
あ

り
、
あ
っ
と
言
う
間
に
、
簡
単
に

広
が
り
ま
す
。

　
換
気
の
悪
い
部
屋
で
喫
煙
す
る

と
、
室
内
の
空
気
が
た
ば
こ
の
煙

で
汚
染
さ
れ
、周
囲
の
人
の
が
ん
、

心
臓
病
な
ど
の
リ
ス
ク
が
増
大
す

る
な
ど
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
ま
で

♥
副
流
煙
は
有
害
物
質
が
２
〜
３
倍

も
し
く
は
琉
球（
現
在
の
沖
縄
県
）

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
異
国
情
緒
を

漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
石
材
は
、
調
査
の
結
果
、
鹿
児
島

県
産
の
反た

ん
た
ど
い
し

田
土
石
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
鹿
児

島
県
で
作
ら
れ
、
尻
海
に
運
ば
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

誰
が
奉
納
し
た
の
か

　
な
ぜ
、
誰
が
鹿
児
島
県
産
の
石

を
使
い
、
こ
の
よ
う
な
一
風
変
っ

た
デ
ザ
イ
ン
の
石
灯
篭
を
奉
納
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
台
脚
の
部
分
に
、
こ
の
石
灯
篭

が
奉
納
さ
れ
た
年
月
日
と
奉
納
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
奉
納
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の

中
期
、
安
永
７
（
１
７
７
８
）
年

８
月
16
日
。
奉
納
者
は
「
薩
摩
屋

藤
太
夫
」
と
い
う
人
物
で
す
。

　
藤
太
夫
に
つ
い
て
は
詳
し
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

薩
摩
屋
と
い
う
屋
号
か
ら
、
薩

摩
国
、
つ
ま
り
現
在
の
鹿
児
島

県
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ

る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
尻
海
や
牛
窓
の
豪
商
の
中
に

は
日
向
（
現
在
の
宮
崎
県
）
や

薩
摩
の
山
を
請
け
負
い
、
材
木

を
伐
り
だ
す
大
規
模
な
事
業
を

展
開
し
て
い
た
豪
商
も
お
り
、

薩
摩
屋
藤
太
夫
も
そ
う
し
た
商

売
に
一
枚
か
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
そ
ら
く
は
薩
摩
で
の
商
売
に

成
功
し
た
薩
摩
屋
が
、
ふ
る
さ
と

尻
海
の
氏
神
に
感
謝
の
意
を
込
め

て
奉
納
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
秋
田
か
ら
も
絵
馬
を
奉
納

　
若
宮
八
幡
宮
に
は
、
ほ
か
に
も

尻
海
の
廻
船
業
が
盛
ん
だ
っ
た
江

戸
時
代
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
が
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
県
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
欧
風
絵
馬

（
干か

ん
し
ょ
う
ば
く
や
ず

将
莫
邪
図
）」
は
、
秋
田
蘭ら

ん
が画

と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
洋
風
画

法
で
描
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
寛

政
４
（
１
７
９
２
）
年
に
こ
の
絵

馬
を
奉
納
し
た
の
は
、
秋
田
藩
の

御
用
を
務
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
谷
野
屋
・
平
野
屋
と
い
う
廻
船

業
者
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
文
化
財
は
、
尻
海
の

廻
船
業
者
た
ち
が
全
国
を
股
に
掛

け
て
活
躍
し
、
経
済
的
に
も
文
化

的
に
も
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
史
文
化
財
編
』『
邑
久
町

史
史
料
編
（
上
）』『
邑
久
町
史
通

史
編
』

写
真  

若
宮
八
幡
宮
石
灯
篭（
笠
）（
右
）

　

／  

若
宮
八
幡
宮
石
灯
篭
（
左
）

脅
か
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
、感
受
性
の
高
い
新
生
児・

乳
幼
児
・
学
童
・
老
人
・
呼
吸
器

疾
患
の
人
に
対
す
る
影
響
は
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
と

い
わ
れ
る
「
た
ば
こ
」
は
、
多
く

の
有
害
物
質
を
含
み
、
健
康
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、
３
、

０
０
０
〜
４
、０
０
０
種
類
の
化

学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
約
40
種
類
の
発
が
ん
物
質
、

約
２
０
０
種
類
の
発
が
ん
促
進
物

質
が
存
在
し
ま
す
。

　
喫
煙
者
は
、
非
喫
煙
者
に
比
べ

て
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
男

性
で
４・
５
倍
、
喉
頭
が
ん
で
は

32
・
５
倍
高
く
な
り
ま
す
。

　
妊
婦
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
、
胎

盤
の
血
流
量
が
減
少
し
、
胎
児
に

対
す
る
酸
素
や
栄
養
の
供
給
が
低

下
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
酸
化
炭

素
が
胎
児
の
血
中
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
胎
児
は
酸
素
欠
乏
状
態
に

な
り
ま
す
。
胎
児
は
直
接
的
に
喫

煙
を
し
て
い
な
く
て
も
、
有
害
物

質
の
影
響
を
受
け
、
二
重
の
酸
素

不
足
状
態
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
胎
児
の
健
康
の
た
め
に

も
、
妊
婦
の
禁
煙
は
必
須
で
す
。

♥
妊
婦
の
禁
煙
は
必
須

♥
少
し
で
も
早
い
禁
煙
を

　
喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
禁
煙
後

の
年
数
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
肺

が
ん
に
な
る
危
険
度
は
下
が
り
、

禁
煙
後
15
年
以
上
経
つ
と
、
た
ば

こ
を
吸
っ
た
こ
と
が
な
い
非
喫
煙

者
と
ほ
ぼ
同
じ
危
険
度
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
度
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
て
し

ま
う
と
、
禁
煙
す
る
の
は
と
て
も

大
変
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
が
ん
な
ど
の
病
気
か
ら
身
を

守
る
た
め
、
ま
た
周
囲
へ
の
思
い

や
り
の
た
め
に
も
、
少
し
で
も
早

い
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

鹿
児
島
か
ら
や
っ
て
来
た
？

異
国
風
の
石
灯
篭

刻
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
左
右
で

阿あ
う
ん吽
の
表
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  全がん　1.65 倍
（全死因　1.29 倍）

口腔がん　2.9 倍

肝臓がん　1.5 倍

膀胱がん　1.6 倍

膵臓がん　1.6 倍

資料：計画調査（1966～1982）

胃がん　1.5 倍

肺がん　4.5 倍

食道がん　2.2 倍

喉頭がん　32.5 倍

成長期である未成年から吸い始めると、上記のリスクは
大きくなります。新しい細胞ほど発がん物質に影響を受
けやすくなるからです。

細胞をがん化させる
発がん物質の代表格。

血液中の酸素運搬
を阻害し、細胞を
酸欠状態にする。強い依存性を

もたらす原因物質。
心臓に負担をかける。

副流煙は主流煙の
何倍もの有害物質を
含んでいる！

ベンゾピレン
3.4倍

一酸化炭素
4.7倍

ニコチン
2.8倍
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記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

邑久地域
担当区分 氏名 電話番号

邑
久

中村・保止・ｸﾞﾗﾝｼｪｱ邑久 野﨑一正 0869-22-0280
船輪・田中 入江早苗 0869-22-1957
山手・千町 大河原淳一 0869-22-2186
真徳・亀ヶ原 小谷一男 0869-22-1034
福吉・福吉東 ･邑久ﾊｲﾂ・邑久ﾌﾞﾙｰﾊｲﾂ・
ﾅｲｽｱﾍﾞﾆｭｰ ･ 小学校西 濵邉宏 0869-22-1158

中庄西・中庄西団地・ｴﾑｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ山田庄・
雇用促進・市営住宅・内田ｱﾊﾟｰﾄ・ﾘｰﾌﾞﾗ 堀野誠一 0869-22-1195

中庄東・小物屋・あさひｺｰﾎﾟ・ｻﾆｰﾀｳﾝ 正宗洋三 0869-22-1422
邑久団地・ﾎｰﾑﾗﾝﾄﾞ邑久 小林俊夫 0869-22-1917
ﾚｽﾄﾀｳﾝ邑久・駅前 中道美鶴 0869-22-3268
昭和苑・ｶﾄﾚｱ団地 出井勝利 0869-22-2988
岡南・金重・和幸団地 山本洋美 0869-24-7788   
豊安・ｴﾑｽﾞﾄｷｵ 赤枝行正 0869-24-2200

福
田

八丁・豆田・四軒家 稲谷弘昌 0869-22-0539
福元・市営住宅・ﾌﾗﾜｰﾋﾟｰｽﾀｳﾝ・福元団地・
ｽﾏｲﾙ福元 岡勝典 0869-22-1348

百田・宗三・平成団地 大西篤 0869-22-3696
福中 小畠洋子 0869-24-0821
福元ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ 1 ～ 17 ﾌﾞﾛｯｸ 新納満子 080-4266-5626
福元ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ 18 ～ 31 ﾌﾞﾛｯｸ 池内進一郎 0869-22-2835

今
城

沖庄・沖田・下田中・大富駅前団地 蟻正博美 0869-22-1780
川田・中村・北堀・橋本・上田中 本田久美子 086-943-4482
福山 𠮷尾幸子 086-942-5529
向山 山根哲夫 086-943-2622
仁生田・田渕・上寺東ﾊｲﾂ 加藤晴久 0869-24-1446
西谷・東谷・上寺・あすなろ団地・
ﾍﾞﾙﾀｳﾝ北島 大谷千里 086-943-8752

豊
原

東谷・大橋・大賀島 那須正憲 0869-22-1548
円張 中山しをり 0869-22-3985
潤徳・中井 島津泰子 0869-22-0707
大窪・宮の本・小山・茶屋本ｻｳｽﾀｳﾝ 吉田清人 0869-22-2673

本
庄

横尾・西庄・尾の村・藤峠・西谷・下浦・東谷 武久源男 0869-22-1160
大土井・土佐・水落・石仏・夢の郷 木村誠 0869-22-0360
上山田 出井邦昭 0869-22-1641
下山田（第二夢二苑含む） 馬場弘子 0869-22-0324

笠
加

上笠加西・上笠加中１／２・箕輪 入江誠一郎 0869-22-0075 
上笠加明治・上笠加中１／２・北池 原田陸男 0869-22-3820
下笠加・上笠加片山 吉田宏 0869-24-1537

玉
津

敷井・通り山 川野友正 090-8995-2386
大東・中東・錦海 心光順子 0869-24-0035
市場・西部 矢谷文子 0869-24-0531
庄田・大土井 岩田昇 0869-22-1755

裳
掛

鍛治谷・中倉・知尾 河﨑繁 0869-25-0733
下寺・間口・前泊 久本明豊 0869-25-0523
新町・田辺里 井上章 0869-25-0601
上町 谷内雅子 0869-25-2031
浜 松本和生 0869-25-0314
瀬戸 山根和美 0869-25-0421
瀬溝 山本稔 0869-25-0719
黒井・白谷・布浜・愛生・光明 黒井正風 0869-25-0003

主任児童委員
尾﨑眞弓 0869-22-2755
上野洋子 0869-22-3314
山口喜代子 0869-25-9050

牛窓地域
担当区分 氏名 電話番号

牛
窓

紺浦 高橋重夫 0869-34-3030
栄町・綾浦 廣田文子 0869-34-2153
中浦 荘司達夫 0869-34-2434
関町 東原一郎 0869-34-3253
西町 山下政敏 0869-34-5013
本町 中村栄恭 0869-34-2760
東町 竹内泰博 0869-34-4505
大浦・幡 國岡正夫 0869-34-2763
師楽 山本昇 0869-34-2460
前島 服部克則 0869-34-2391

鹿
忍

沖 鳴坂登美子 0869-34-3167
東 小﨑和惠 0869-34-6393
西浦 樂善朝則 0869-34-2439
中浦・畑 爲房清実 0869-34-2437
小向・大向・西浜 藤本智代 0869-34-3015
野上・平山 出射三男 0869-34-2873
西脇・子父雁 爲房光子 0869-34-2898
千手 西村安廣 0869-34-3659

長
浜

粟利郷 時實よね子 0869-34-4676
国塩・畑 時實貴美江 0869-34-3807
中村・西浦 木村茂光 0869-34-2317
上・浜 原野富美子 0869-34-3210
下・弁天・オリーブ団地 國房孝德 0869-34-5450

主任児童委員
中村和美 0869-34-2760
河原陽子 0869-34-2676

長船地域
担当区分 氏名 電話番号

美
和

尻無西・尻無東・花尻・寺村・西谷下・
西谷上・北谷 伏見憲一 090-7137-5012

側・畑・南島・本村 山﨑訓光 0869-26-2057
井尻・西村西・西村東 福池正美 0869-26-5051
和田久保・東谷・飯井西谷・島新田 佐藤昌義 0869-26-6376

国
府

牛文 熊谷和女 0869-26-2589
大塚・磯上ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ・柏山・油杉 小幡一史 0869-26-2346
山田・西岡 盛靜香 0869-26-3889
長崎・長崎南・福里中・いこいｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ・
福里ｱﾙｶﾃﾞｨｱ・福里団地 藤原博文 0869-26-4445

福里東・福里西・西村・福里わかくさ・
ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ福里 池畑甫 0869-26-3116

高橋中・高橋・高橋北・保正・ﾊﾟﾚｯﾄﾀｳﾝ・
ゆめトピア北団地・M’s ｶﾞｰﾃﾞﾝ土師 石原幸子 0869-26-6350

駅前・新町・門前 内田博文 0869-26-4248
宮下・雇用促進・東向・町田団地 西井洋之 0869-26-6132
ｺｽﾓﾀｳﾝ土師・北生路・ｳｴﾙﾀｳﾝ土師・盛崎・
中生路・ﾌﾞﾙｰﾑ土師 内田浩史 0869-26-5562

行
幸

福岡住宅 上森 美 0869-26-3266
福岡 1・2・3・福岡東・福岡あさひ・下小路・市場 松尾昭男 0869-26-4166
福岡南・みどり・あけぼの町・福岡東部
団地・駅前団地・わかば 江川靜枝 0869-26-4454

栄町・福岡新町・大向・福永・
福岡ｻﾝﾊｲﾂ・福岡ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ・福岡中開 前田惠美子 0869-26-2693

車・ｻﾝﾀｳﾝ・ひまわり団地 松原一郎 0869-26-3564
ｳﾞｨｵﾗ・ｱｳﾞｪﾆｭｰ・松ヶ端・福岡ﾆｭｰﾀｳﾝ・
坂川・松陽団地・ﾛｰｽﾞﾀｳﾝ・昭和苑 奥平勝顯 0869-26-3147

四つ葉ﾀｳﾝ・丸山・丸山西・長船荘 小山悦夫 0869-26-2763
ｲﾚﾌﾞﾝ長船・富岡東団地・富岡西・ｶﾄﾚｱ
団地・富岡東・安原団地 小山律子 0869-26-2388

八日市 竹原佐和子 0869-26-2635
長船団地・長船ﾊﾟﾅﾀｳﾝ 三宅弘正 0869-66-8306
長船西仲・ｼｬﾄﾚ長船・幸町・宮前・長船
ﾆｭｰﾀｳﾝ・天王 岡部春子 0869-66-6364

長船西・長船南・長船北・舟山・ｻﾆｰﾀｳﾝ 岸本民也 0869-66-6380

主任児童委員
水田正子 0869-26-2534
長岡敦子 0869-26-5151

困ったときはお近くの民生委員児童委員へ    
　民生委員児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受けて、
福祉に関する相談や奉仕活動を行っています。また、その
中には、児童や子育てに関わる問題を専門的に担当する主
任児童委員がいます。３年に１度の全国一斉改選に伴い、
本市では、昨年 12 月に次表の皆さんが民生委員児童委員の
委嘱を受けましたので紹介します。
　家族や健康上の悩み、児童虐待などの問題についてお気
軽にご相談ください。プライバシーは厳重に守られます。
　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１

　
２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。

　
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
、
２
月
７
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
月
７
日
は
、
１
８
５
５
年
の

こ
の
日
、
伊
豆
の
下
田
に
お
い
て

日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
、
平

和
裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の

国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。

　
こ
の
事
実
こ
そ
、
わ
が
国
が
北

方
四
島
の
返
還
を
求
め
る
重
要
な

根
拠
な
の
で
す
。

　
岡
山
県
で
も
、２
月
５
日
（
水
）

に
岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
（
岡
山

市
北
区
石
関
町
２-

１
）
で
「
北

方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大

会
」
が
、
２
月
１
日
（
土
）
か
ら

14
日
（
金
）
ま
で
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
奉
還
町

２-

２-

１
）
で
「
北
方
領
土
パ

ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
（
岡
山
県
総
合
政
策
局
公

聴
広
報
課
内
）

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
４

  

北
方
領
土
返
還
運
動

  

全
国
強
調
月
間

　
市
で
は
、
保
護
者
を
亡
く
し
た

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
遺

児
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
ま

た
は
児
童
を
実
際
に
監
護
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　
お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
す
べ
て
子
ど

　

も
一
人
当
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　
３
万
円

　
小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

の
小
・
中
学
部
在
学
中
に
遺
児
に

な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど
へ
入

学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
中
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　
１
万
円

　
交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど

へ
入
学
・
進
級
す
る
と
き　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

　

・
印
鑑

  

遺
児
激
励
金

　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
す

べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
下
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業
場

は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人（「
鉄

鋼
業
」「
自
動
車
・
同
附
属
品
製

岡山県特定最低賃金
業種 時間額   　　　　　 発効日

耐火物製造業 826 円

平成 26 年 1月 1日鉄鋼業 841 円

一般機械器具等製造業 820 円

電気機械器具等製造業 756 円 平成 25 年 12 月 15 日

自動車・同附属品製造業 807 円
平成 26 年 1月 1日

船舶製造・修理業，舶用機関製造業 837 円

各種商品小売業 762 円 平成 25 年 12 月 11 日

造
業
」「
船
舶
製
造
・
修
理
業
，

舶
用
機
関
製
造
業
」
は
雇
入
れ
後

３
月
未
満
の
人
で
あ
っ
て
、
技
能

習
得
中
の
人
）、
清
掃
ま
た
は
片

付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す

る
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
10

月
30
日
発
効
の
岡
山
県
最
低
賃
金

７
０
３
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

  

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

  

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

問

問

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

申
問

問
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

募　
　

集

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

  （
学
童
保
育
）
の
指
導
員
募
集

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

魚
ギョ

ロッヶ

山田桂子さん
（岡山県栄養士会瀬戸内ブロック）です。

◆作り方
①ゲタミンチはすり鉢で滑らかになるまです
　る。（することで、小骨が気にならなくなる）
②タマネギとニンジンをみじん切りにし、フ
　ライパンにサラダ油を引いて炒める。しん
　なりとしたら、塩とコショウで味を付け、
　冷ます。
③①に②とＡを加えてよく混ぜ、8等分にし
　て丸める。
④小麦粉、卵、パン粉の順に付け、180℃に
　熱した油できつね色になるまで揚げる。
⑤皿に盛り、野菜を添える。好みでソースを
　掛ける。

　健康づくり推進課
　☎０８６９- ２６ - ５９６２
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

　
２
月
12
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ

　
腰
痛
に
対
す
る
予
防
と
ケ
ア

▽
講
師

　
山
本
真
敬
氏
（
理
学
療
法
士
）

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
２
月
３
日
（
月
）

　
〜
10
日
（
月
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

催
し
物

  

自
衛
官
（
幹
部
候
補
生
）

  

受
験
説
明
会

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
（
幹
部

候
補
生
）
受
験
説
明
会
を
開
催
し

  

レ
モ
ン
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

  

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi  Kirei

」
を
身
近
に

す
。
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　

 

２
月
３
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

（
消
印
有
効
）

▽
対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
、
苗
木
を
配
布

す
る
場
所
に
取
り
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
人
。
と
げ
が
あ
る
レ
モ
ン

の
苗
を
注
意
深
く
扱
い
、
大
切
に

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

▽
配
布
数　
３
０
０
本
（
予
定
）

※
１
家
族
に
つ
き
１
本

▽
応
募
方
法

　

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
は
、

瀬
戸
内
市
の
「
美
し
さ
」
を

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

「Setouchi Kirei(

セ
ト
ウ
チ

キ
レ
イ)

」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
市

内
の
農
水
産
業
・
加
工
・
販
売
な

ど
の
関
係
者
や
消
費
者
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
育
み
、
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ブ
ラ
ン
ド
の
先
導

作
物
で
あ
る
レ
モ
ン
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま

　
「
住
所
」「
氏
名
」「
連
絡
先
電

話
番
号
」「
あ
な
た
が
考
え
る
レ

モ
ン
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
」
を

記
入
し
て
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
配
布
先
を
決
定
し
ま
す
。

　
配
布
対
象
者
に
は
、
３
月
上
旬

に
、は
が
き
で
配
布
場
所
（
市
内
）、

配
布
時
期
（
３
月
下
旬
を
予
定
）

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
抽
選
に
よ
り
配
布
対
象
か

ら
外
れ
た
人
に
は
連
絡
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１               

申
問

  

成
年
後
見
制
度

  

啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　
認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
財

産
を
守
り
、
生
活
を
支
援
す
る
制

度
と
し
て
成
年
後
見
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
制
度
の
普
及
、

啓
発
を
目
的
と
し
た
成
年
後
見

制
度
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
老
後
の
備
え
と
し
て
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

せ
ん
か
。参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
26
日
（
水
） 

午
前

　
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　
竹
内
俊
一
氏（
弁
護
士
）、

　
中
村
耕
治
氏（
和
気
町
民
後
見
人
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
50
人

▽
申
込
期
限　
２
月
21
日
（
金
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

申
問

ま
す
。
受
験
に
興
味
の
あ
る
人
は

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
22
日
（
土
）、
３

　
月
15
日
（
土
）

　

・
受
付
：
午
前
９
時
30
〜
50
分

　

・
説
明
会
：
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
１-

４-

１ 

　

第
２
合
同
庁
舎
）

　

自
衛
隊
岡
山
募
集
案
内
所

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/

　
今
城
っ
子
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
城

小
学
校
敷
地
内
（
邑
久
町
大
富
）

の
学
童
保
育
所
で
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
の
保

育
指
導
業
務
を
行
う
指
導
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数　
１
名

▽
就
業
時
間

　

・
授
業
日　
午
前
11
時
〜
午
後
７
時

　

・
学
校
休
業
日
（
夏
季
休
業
日
な
ど
）

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時　

　
（
シ
フ
ト
制
）

▽
必
要
な
資
格
・
免
許 

　
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
、
放
課
後
児
童
指
導
員
の

い
ず
れ
か

　
　

今
城
っ
子
ク
ラ
ブ

☎
０
８
６-

９
４
２-

０
６
８
１

（
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

応
問

　

・
魚
介
類
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

　

　

・
カ
キ
大
鍋
汁
の
無
料
配
布
（
先

　
着
１
０
０
人
）

　

・
格
安
で
殻
付
き
カ
キ
詰
め
放
題

　
（
先
着
１
０
０
人
）

　

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

☎
０
８
６
９- 

３
４- 

３
０
６
５

　
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

「
牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
新
鮮
な
魚
、
カ
キ
の

お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
２
月
８
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
（
売
り
切
れ

　
次
第
終
了
）

▽
場
所　
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合 

　
（
牛
窓
町
牛
窓
３
９
０
９-

１
）

▽
内
容

　

・
新
鮮
な
地
魚
、
カ
キ
の
販
売

人気の殻付きカキ詰め放題

  

牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り

問

問

●ゲタミンチ（300g）
●タマネギ（120g）
●ニンジン（20g）
●サラダ油（小さじ 1）
●塩（少々）

●コショウ（少々）
●小麦粉、卵、パン粉、
　揚げ油、とんかつ
　ソース、付け合わせ
　野菜（適量）

◆材料（8個分）

Ａ
●おろししょうが
　（小さじ 1）
●卵（1/2 個）
●牛乳（大さじ 1）

●パン粉（大さじ 3）
●しょうゆ（小さじ 1）
●砂糖（小さじ 1）

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地
（
団
地
名
、所
在
地
、

　

構
造
、
規
格
、
戸
数
）

　

・
福
里
西
村
団
地
（
新
築
）、

　
長
船
町
服
部
１
５
０
８-

１
、

　

木
造
平
屋
建
、
各
２
Ｌ
D
K
、

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

　
３
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　
８
月
１
日
（
金
）

▽
申
込
期
間

　
２
月
３
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

申
問

成長した苗木（昨年配布したもの）
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本
め
す
す

今月のお

遠
い
記
憶
の
か
な
た
、
耳
の
奥
で
懐
か
し
く
響

く
「
子
守
歌
」。
詩
集
『
の
は
ら
う
た
』
で
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
た
詩
人
工
藤
直
子
が
、
大

き
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
捧
げ
る
「
人
生
の

歌
」。
優
し
く
、
と
き
に
切
な
く
綴
ら
れ
た
珠

玉
の
詩
集
で
す
。

じ
ぶ
ん
の
た
め
の
子
守
歌

工
藤
直
子
…
著　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

BooKs

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

相　
　

談

1 土

２ 日 体第 18 回スキーバス（恩原高原）　
　6：00 邑久スポーツ公園出発、6：15 長船町公民館出発

3 月
4 火

5 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

6 木
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　ゆめトピア長船
⑬窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

7 金
8 土
9 日 体歩こう会　備前城山コース　8：57 邑久駅発赤穂線
10 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

11 火 建国記念の日

12 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑫ 1歳 6か月児健診【対象：平成 24年 7月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

13 木
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　牛窓支所
⑫ 2歳児健診【対象：平成 23年 10 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

14 金 ⑥離乳食講習会【対象：4～ 6カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

15 土

16 日 体第 9回瀬戸内市健康マラソン大会　8：30 ～（受付）
　邑久スポーツ公園野球場および周辺コース

17 月
18 火

19 水

②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑫乳児健診（9か月児）【対象：平成 25年 5月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

20 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

21 金
22 土
23 日
24 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船
25 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

26 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑫３歳児健診【対象：平成 22年 8月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G海洋センター

27 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

28 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　地域生活支援センタースマイル

人の動き《平成 26年 1月 1日現在》
人口 ３８，７４５人 （－４８） 男 １８，４６８人  （－２９）

世帯 １５，０２３世帯（－１２） 女 ２０，２７７人  （－１９）

22014年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ -３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会 
　（求職者を対象とした相談）
　問福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１
⑫子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑬窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑬の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３
刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ -７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ -３１３０
体体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

刀 美

休
館
日

休
館
日

休
館
日

2 月 28 日（金）が納期の市税・保険料

休
館
日

休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

固定資産税【４期】　国民健康保険税【６期】
介護保険料【６期】　後期高齢者医療保険料【４期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

刀
剣
王
国
・
備
前
の
御
刀
Ⅱ
（
〜
３
月
９
日
）

佐
竹
徳
展
（
〜
2
月
23
日
）

　
市
で
は
、
健
康
に
つ
い
て
気
軽

に
学
べ
る
「
健
康
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
次
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。受
講
し
た
い
日
に
、

開催日 講義などの内容

 2 月
12 日（水） 思わず体が動いてしまって、5歳若返る！「市の健幸体操」

19 日（水） 健康寿命がのびるシリーズ1「瀬戸内市の生活習慣予報」

 3 月

5日（水） 健康寿命がのびるシリーズ2「ガンにかからないために
まずは聞いとこ！」

12 日（水） リフレッシュして健康に「和やかなふれあいの中で健康の輪を
ひろげよう！」

19 日（水） 新鮮！おいしい！目からうろこの「市の特産物＆郷土料理」

動
き
や
す
い
服
装
で
、
飲
み
物
を

持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
１
回
だ
け
の
参
加
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
３
回
以
上
受
講
し
た
人
に

は
、
ゼ
ミ
修
了
証
を
渡
し
ま
す
。

▽
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
15
分

※
受
付
は
午
前
９
時
45
分
か
ら

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
邑
久
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お

ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
古
布
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
さ
く
ら
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
な
が

ら
、
桃
の
節
句
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▽ 

場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く

（
邑
久
町
尾
張
４
８
３-
６
）

【
お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
】

▽
日
時　
２
月
23
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
３
時

▽
参
加
費　
無
料
（
一
部
有
料
）

【
展
示
】

　
歴
史
あ
る
お
ひ
な
さ
ま
や
、
会

員
が
１
年
を
か
け
て
、
余
っ
た
布

で
作
っ
た
か
わ
い
い
吊
り
下
げ
雛

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
23
日
（
日
）
〜
３

　
月
２
日
（
日
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
０
７

（
開
館
日
時　

月
・
水
・
金
・
土

曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

  

お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を

  

開
催
し
ま
す

平成 25 年のおひなさまフェスタ

  

健
康
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
８
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時
（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

問

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
27
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

予
問

   

年
金
相
談

問

問

  
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

  
研
修
会

　
市
で
は
、
大
西
勝
氏
（
岡
山
大

学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）
を
講
師

に
招
き
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い

て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
を
解
消
す
る
た
め

の
手
掛
か
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
２
月
６
日
（
木
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船　
　

▽
対
象　
　
市
内
在
住
の
人

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

問
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市民ギャラリー

　瀬戸内市文化祭が開催されました。10 月

19・20 日には牛窓会場で、10 月 26・27 日に

は邑久会場で、11 月９・10 日には長船会場で

行われ、それぞれの会場で公民館グループ会員

による発表や作品の展示などがありました。

　邑久会場では 26 日に、黒田美江子氏を講師

に招き、「黒田官兵衛の魅力」と題した講演を

行いました。来場者らは、平成 26 年の NHK

大河ドラマ「軍師官兵衛」の主人公である黒田

官兵衛について理解を深めていました。

　長船会場では、備前長船菊花展も開催され、

愛好家などが育てた菊が展示されました。

　

まちの話題 まちづくり推進課：☎0869-22-1031問

My Town Topics

　ど の会場も発表や展示でにぎわいました 瀬戸内市文化祭　

①講師の黒田美江子氏（邑久会場）／ ②チャンゴ講座の皆さんによる演奏（牛窓会場）
／③ 700 鉢を越える見事な菊が会場を彩った（長船会場）

冬
日
燦
島
の
観
音
今
日
見
え
ず

 
的
場
　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

冬
帽
子
目
深
か
に
被
る
散
歩
道

 

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

凩
や
そ
れ
ぞ
れ
違た

が

ふ
木
々
の
音

 

後
藤
　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

海
は
る
か
小
春
日
和
に
も
て
な
さ
れ

 

野
口
　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

磯
宮
の
近
道
落
葉
う
ず
高
く

 

原
野
　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

砂
置
場
動
く
も
の
な
く
冬
ざ
る
る

　
　
　
　 

平
野
　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

ほ
ど
ほ
ど
に
老
い
て
師
走
の
小
買
物

 

福
本
　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

恙
な
く
生
き
る
よ
ろ
こ
び
大
根
焚

 

藤
井
　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

ひ
ま
暮
し
落
つ
る
夕
陽
に
手
を
合
は
す

 

谷
口
　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

温
暖
な
地
域
の
感
謝
ま
ず
覚
え

 

堤
　
　
明
子
（
長
船
町
磯
上
）

沖
眺
め
昼
げ
の
箸
を
運
び
つ
ゝ

友
と
向
き
合
ふ
穏
し
き
一
時

 

竹
内
　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

年
新
た
息
災
祈
る
初
日
の
出

今
年
も
元
気
で
歩
ん
で
行
こ
う

 

片
島
　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

曾
孫
が
風
船
は
な
し
空
に
舞
う

紙
風
船
に
駅
は
な
し

 

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

幼
な
日
の
父
の
胡あ

ぐ
ら座
の
中
に
居
る

私
の
写
真
眼ま

な
裏
に
あ
り

 

上
山
　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

八
十
路
過
ぎ
身
辺
整
理
始
め
れ
ど

想
い
出
溢
れ
遅
々
と
進
ま
ず

 
 

朝
霧
　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

冬
空
の
光
も
冴
え
て
意
気
高
し

居い
あ
い合
演え

ん
ぶ武
に
い
ざ
た
ち
向
う

 

赤
田
　
桂
舟
（
邑
久
町
山
田
庄
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）

わが家の宝１歳です！

みんな
の
広場
まちづくり推

進課

☎0869-2
2-1031問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどでまちづくり推進
課へ送付してください。匿名・ペンネー
ムを希望する場合は、その旨もお書きく
ださい。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
すべての原稿や作品を掲載できない場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所まちづくり推進課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２２ - １０３１
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

▼

山本敏子さん

  けいじばん

　せとうち村塾の市民大学講座を次の
日程で開催します。
　今回は、岡山大学名誉教授の五

ご み た

味田
裕
ゆたか

氏を講師に招き、「薬の飲み合わせ
と健康食品」と題して、薬と飲食物の
飲み合わせや薬物相互作用などについ
て講義を行います。
　事前の申し込みは不要です。

▽日時　２月９日（日）
　午後１時 30 分～午後４時

▽場所　中央公民館（邑久）
▽受講料　500 円

　せとうち村塾　今吉さん
　☎０８０-３８８８ - ８５０２

せとうち村塾の市民大学講座
皆さんも一緒に学びませんか
　せとうち村塾の市民大学講座を次の

ご み た

味田
氏を講師に招き、「薬の飲み合わせ

と健康食品」と題して、薬と飲食物の

　11 月 18 日に満 100 歳を迎

えた前田壽美枝さん（長船町福

岡）のお祝いに、同日髙原家直

副市長らが自宅を訪問しまし

た。前田さんは、カラオケや日

本舞踊を趣味とし、デイサービ

スで披露するなど活動的な生活

を送っています。長寿の秘訣は、

　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

家族らに囲まれる前田さん（写真中央）（左） ／ 市長らの訪問を受けた平岡さん（写真中央）（右）

手先指先をよく使うこと。また、12 月８日に満 100 歳を迎えた平岡嘉市さん（長船町服部）のお祝いに、12 月 10 日、

武久顕也市長らが自宅を訪問しました。平岡さんは、長年農業を営みながら家族を支えていましたが、現在ではデイ

サービスに行き、皆さんと話をすることを楽しみに過ごしています。長寿の秘訣は、くよくよ考えないこと。お二人

とも、お元気でお過ごしください。

③ ①

②

Kanon
 平成 24年 11月 24日生まれ 大倉かのんちゃん

お住まい　邑久町尾張
ひとこと　
元気いっぱいでやんちゃなかのん。
かわいいスペシャルな笑顔が大好きだよ～♡
心の優しい女の子に育ってね !!
（父 真吾さん　母 りかさん）

Rino
 平成 24年 11月 25日生まれ

岡部莉
り の

望ちゃん
お住まい　邑久町豊安
ひとこと　
わが家のアイドル♡♡♡
これからもかわいい笑顔を
いーっぱい振りまいて Ne♡
（父 泰暁さん　母 真由子さん）

　邑久町を中心に活動をしている国際交流を推進する会
「Ｄ

デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動の一環として、食の異文化体験を行って
います。今回はスリランカ料理を作ります。セイロンティーも用
意しています。

▽日時　２月 15 日（土）午前 10 時～午後０時 30 分

▽場所　中央公民館（邑久）

▽講師　石合・サマンティ・ローシヤニ－さん

▽参加費　１人 500 円

▽メニュー
　・スリランカ風炒めソーメン
　・ロティ（スリランカのナン）
　・チキンカレー

▽持参するもの
　三角巾、布巾、エプロン、容器

▽定員　25 人

▽申込期限　２月 10 日（月）
　　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん
　☎０８６９-２２ - ０３８８

ＤＢＯＣと食の異文化体験
スリランカ料理を楽しみませんか

スリランカ風炒めソーメンなど

問

問申
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